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「読書の旅」は続く

校長 寒河江 正人

最近、ヨシタケシンスケさんの本を読んでる。

「はまっている」という感じ。

スタートは「かみはこんなにくちゃくちゃだけど」。

次に「あつかったらぬげばいい」と「ころべばいいのに」を読んだ。

続けざまに「このあとどうしちゃおう」を手にした。

「んー、んー、んー。おもしろい、おもしろい、おもしろい。」

本校の図書室から「ものは言いよう」を借りて、土日に読んだ。

ますますヨシタケシンスケさんへの興味がわいてきたなあ。

まなびあテラスに行って、係の人に「ヨシタケシンスケさんの本コーナー」を聞いた。

「んー、人気があって、いつもコーナーが空っぽになりがちなんですよ。」と教えてくれた。

かろうじて「りんごかもしれない」と「みえるとかみえないとか」を借りられた。

「んー、んー、んー。おもしろい、おもしろい、おもしろい。」

本校の図書室担当の寒河江美穂さんが、新刊「その本は」を貸してくれた。

お笑い芸人「ピース」の又吉直樹さんとのコラボ作品。

「んー、んー、んー。おもしろい、おもしろい、おもしろい。」

もう一気に読んでしまった。

３年３組では「それしかないわけないでしょう」を読み聞かせしてくれたらしい。

それ、読みたいなあ。

まだまだ読んでないのが、いっぱいあるんだよ。

楽しい楽しい「読書の旅」は、続いている。

「これもいいですよ。」って教えてね。


